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【はじめに】

インシデントレポートによる業務改善は多数
報告されているが、全てのインシデントが記
録されているかは疑問である。

そこで簡便に短時間で入力可能な、インシデ
ントレポート作成ＰＣソフト「おっとっと」を開発
し、有効な使用結果を得たので報告する。



【方法】

手書きによる記録は、抵抗感があるため、

ＰＣによっていつでも手軽に入力できる
『おっとっと』を平成１６年１月から１年間使
用した記録と、以前使用していた手書き記
録に要した時間と労力等に関するアンケー
トをスタッフ１４名に行い、その結果について
検討した。



おっとっとの入力画面①



おっとっとの入力画面②



おっとっとの入力画面③



おっとっとの入力画面④



入力時間相対比とアンケートの結果 ①

手書き：330±20秒 PC入力：210±41秒 ｎ＝１４
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入力時間相対比とアンケートの結果 ②

「労力に対するアンケート結果」
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【結果】

「おっとっと」の年間記録件数は、147件とかなり多く
報告された。平均記録時間は、手書き記録『約5分30
秒』に対して「おっとっと」は『約3分30秒』と短縮され
た。

労力に対するアンケートの結果は、手書きの方が早
いと感じたスタッフが13％、PC入力が早いと感じた
スタッフが81％、同じと感じたスタッフが6％であった。



【考察】
ＰＣによる入力は、簡便で短時間に行えるため
ｽﾀｯﾌの負担も軽減され記録洩れも減少した。し
かし、スタッフがＰＣを取り扱う熟練度により入力
時間にバラツキがでたことも考えられる

【結論】

ＰＣによるインシデントレポート作成は、実際の
インシデント発生状況を把握する上で有効であ
る。
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